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鹏程 正に 三 萬 浬、 赤道を 過ぐ る こご 前後 四 回、 航路 東西 兩半 球に 
亘 り、 夕陽 朝曦を 波間に 送迎す る こ 7J 十 有 四 ヶ月、 萬 難を 排 L て 
然も 一大 奇禍に 遭遇せ る 吾が 淺間 は、 乘員 一同の 至誠 ご、 熱烈な 
る 努力 ごに ょり、 復舊 作業 功を 奏して、 再、 び 其の 英姿を 故 國の埠 
頭に 現す を 得た 9。 悲喜を 艦に 等ぅ して、 天涯 萬 浬の 旅程を 經 
たる 者、 豈に 萬感の 胸臆に 來往 する こごな からん や。 

顧れば 大正 三年 九月 中旬、 吾が 淺 間は、 征獨の 大命を 拜 L て 征途 
に 上りぬ。 時 正に 擧國 敵愾の 氣に充 ち、 乘 員の 昂然たる 意氣 、旣 
に 敵を 併吞 する の槪ぁ 9。 初め 南洋に 航 して 敵の 屬土に 迫る 
や、 獨領 諸島 風を 望んで 皇 化に 靡き、 椰子 林の 梢 頭 高く、 日章旗の 
翩翻たるを 見る に 至りて、 吾が 任務の 一は 遂げられたり。 再び 
電命に 接して 急 駛布哇 に 向 ふや、 太平洋 上の 敵 艦、 未だ 戰 はずし 
て 或は 太 西洋に 走り.、 或は 其の 武装を 解きて 我に 屈 し、 水 天淼漫 
の 洋上 亦 一の 敵影な く、 龍 鬪虎搏 の 機を 逸 L て、 將卒 徒らに 脾肉 
の 歎を 拽ら すに 過ぎ ざり き。 次いで 凱歌を 奏 L て 北上の 途次、 
時 正に 大正 四 年 一月 晦 、解纜 以来 優勢 健鬪 L たり、 し 吾が 淺 間は、 
運命の 嫉視に や 遇 ひけん、 墨 國 南岸 サン' バルトロメに 於いて、 未 
測の 暗礁に 觸れ、 其の 艦 底を 傷 けられぬ。 地は 之れ 故山を 距る 
こご 六 千 浬、 荒寥 無人の 海濱。 吾が 淺間は 遂に 駛 走の 自由を 奪 
はれて、 巨體 空しく 靜座 する の 止むな きに 至 a  9。 嗚呼 何たる 
悲愴 事ぞ や、 夕陽 西に 沒 L て 墨國の 暮色 愴然た るの 時、 悲風 更に 
斷 腸、 萬 感 交く 至り、 切に淺 間の 偉勳を 追憶す るの み。 嘗ては 金 
剛峯 下の r# 戒に 、徹宵、 曉の 白む を覺ら ず、 或は 日英 艦隊の 索敵 行 
動、 或は 又、 南米の 岬 頭、 北米の 山容、 過ぎ 来れる 處 、顧れば 一 ご し て 
無限の 感慨を 誘は ざるは な L。 是に 於て か、 健兒六 百、 波濤 ご鬪 
ひ、 排水 防水の 作業に、 日夜 奮勵 努力、 苦心 慘儋 、艱苦を 積む 八閱 月。 
今や 世界の 記錄を 破りて、 曠古の 難事を 遂行し、 再び 淺間の 雄姿 


二 

は、 太平洋を 撗斷 して 母國の 慈雨に 潤 ひ、 懷 かしき 山川 草木 (: 接 
L ぬ。 征獨 一年の 一 浮 一 沈、 悲喜 交く 臻る 。豈 一 (: 是れ 海軍 男兒 
の痛怏 事なら ずと せんや。 經來れ る 所、 これを 記 臆の 逸脫 する 
ま-'  に委 する に 忍びず。 玆に 記念 寫眞帖 を 編 L て乘 員に 頒 ち、 
以て 他日の 追想に 資せん ごする の 旨 意、 蓋. し 此に存 すご 云爾。 
大正 四 年 十二月 

淺間 記念 帖 編纂 委員 
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司 

同. 

同 

同 

同 

Iff] 

同 

同 

同 

同 

同 

同 

同 

同 

同 

同 

同 

同 

同 

同 

同 

同 

同 

同 

同 

同 

同 

同 

同 

海軍 一等 木工 
同 
同 
同 

海軍 二等 木工 

同 

海軍 一等 機關兵 


海軍 二等 水兵 

同 

同 

同 

同 

同 

同 

同 

同 

同 

同 

同 

同 

同 

同 

同 

同 

同 

同 

同 

同 

海軍 三等 水兵 

同 

同 

同 

同 

同 

同 

同 

同 

同 

IH] 

同 

同 

fs] 

同 

同 

同 

同 

同 

同. 


郞 郞一郞 島郞郞 雄春郞 吉 郞一郞 藏 一磨 七 雄吉重 競郞治 夫一藏 一郞郞 助義郞 男豐太 雄吉藏 吉郞代 郞， 


山 本 田 田 本 井 羅谷野 光森 田 騨馬東 永 田 江 宅 垣 林 原野 神 1 山川 田 村 田 木 森 尾 

彥  松瀨  彌 五 卯  龜梅  文 三千  伊 善 g  佐與  田 

時 藤 太 只 ナ次治 宗盛太 良 三恒 九 時 二々 勇 右 ナ節代 佐 二 四太蓄 譽嘉唯 四 正 次 鹿 

衞 

次 衞郞一 郞郞平 一恕 郞 一 郞二市 正郞進 三門 郞一藏 市 郞郞郞 八 一 藏二郞 祐郞次 Uz 


•寒 新須前 後 櫻 河 西 永 小 相 萬 平 小 加 荻 加 高 茅 要 原 佐 宅 松寺久 高山 高 築 前 澤岡住 上 津福後 近 三 中最朿 

川グ 川 田 藤 木 野 尾 林  橋 油 •藤 m 納木 = 谷々 間 本 口 保 岡 本 橋 家 田 田 本 田 田 田來藤 宅繁田 

菊  彌 幸 百澤 德伊豊  一 萬 木  勝 田 卯  友  松 喜  眞 

次  之 良 末丄梅 太祥丄  三 太 太 房 武新有 常 1  j 金 」盲 淺淸十 茂 之 音 要 喬昌豐 四  平 茂 綱 次 三 雄久修 

Jys 勝助彥 松郞吉 郞一郞 龜郞郞 郞惑 一一 一 郞二治 - 作郞十 助 松 次 平成 一 郞エ吉 夫 次郞郞 一吉 藏作 


島  豐  市 

井 秀太郞 

谷  宽 

淵  芳 輔 

口 米次郞 
中  明 光 
上 彌一郞 
森 喜 代治郞 


海軍 一等 機關兵 

ra 

同 

同 

同 

同 

ip 

ip* 

同 

同 

Is] 

同 

R] 

ra 

!lg 

同 

ra 

同 

同 

同 

同 

同 

同 

1^ 

同 

同 

同 

同 

同 

同 

同 

同 

同 

Is] 

同 

同 

同 


島 

营 

松 

高 

岡 

重 

中 

中 

穴 

谷 

二 

三 

福 

內 

高 

三 

堀 

柴 

氏 

坂 

目 

飛 

角 

奥 

1 <rr 

-[ 口 

佐 

矢 

澀 

多 

筒 

作 

演 

增 

宇 

出 

櫻 

木 

田 

田 

井 

大 


海軍 一等 機關兵 

同 

同 

[HI 


同 

同 

同 

同 

同 

同 

同 

同 

IP1 

同 

同 

同 

同 

同 

同 

司 

同 

同 

同 

同 

同 

同 

同 

同 

同 

冏 

同 

同 

同 

同 

同 

海軍 二等 機關兵 

同 

同 
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井 松 早 福 島 羽橫村 山山 坂 永 犬 小 西 酒 玉 岸 高 葉 長 岩 信 增水久 矢 上前 岡 岡 森 坂 岡 戶斧土 三 松 江 俵江大 

」二 村 川111 崎1』1 川 岡 本 根 木 田 石 泉 所 井岡 部 瀨 田 k 崎 原 原 口 保 追 甲 田 本 崎  口 本 板 m 屋好 下端 田 川 保 
周  末 三文 延  里  廣爲悦  彥  伊’  fe'、 

俊  平-一-幾 ±  ^ •二 = 省 直淸& 篤芳淸 留常健 柳-欠#  = 盛 光一 3r  廣丄秀 太 二 定正春 正 啓  政 米貞ギ 

三直 一 郞松郞 吉郞郞 助 行光郞 一一 作吉松 一吉 郞郞郞 二次 好 郞資美 郞信郞 一吉 雄 美 衞助好 治 雄 治郞. 


野 島 高 安 菊 鳥船濱 宇河 根 田 笠 岡 藤 松 桃 大伊足 猪 井 濱秋猪 栗 平 池 中 石 船 伊木 有 松 山 竹 平 松 近 村 山 森 

津原尾 池 越  中‘ 添 ♦村 井 +澤尾 井％  &立 川上 口 田 原 M 田 田 #  ® 先 藤 田 富原ボ 安田# 藤 田 本 谷 
_  E  宮  勝  勝  光谷  長  卯 勝  彌  喜 

菊  好 直 森 一  萬盖 熊# 耕 素# 時 大金 六 物 進 芳憲甚 末 博 次 儀 賛少二 壽辰定 萬 正 = 達 語 平 秀恒三 直 

次淥 造 市 美 夫 勇吉實 猪郞作 一郞造 藏作郞 市 治 雄 次藏廣 明郞 — 吉郞 雄 三 一保 一八 治 一太 吉一郞 行 


海軍 三等 機關兵 

同 

同 

同 

同 

同 

同 

同 

同 

同 

同 

同 

同 

同 

同 

同 

同 

同 

同 

同 

同 

司 

同 

同 

同 

司 

同 

同 

同 

.同 

同 

同 

同 

同 

同 

同 

同 

同 

同 

同 

海軍 一等 看護 
海軍 一等 主 厨 
同 


海軍 二等 機關兵 

同 

同 

同 

同 

同 

同 

同 

同 

同 

同 

同 

同 

同 

同 

同 

同 

同 

同 

同 

同 

同 

同 

同 

同 

同 

同 

同 

同 

151 

同 

同 

同 

同 

同 

同 

同 

海軍 三等 機關兵 

同 

同 

同 

同 


同 同 同 同 同 同 二 同 十四 
十一 八 5 
日月 口 月 


同冋同 同 海 同 海 

少 軍 軍 
少 

同少 I 中  少 少 
土  軍 

尉 計 尉醫尉 佐 


岡 松 近叶德 船守大 藤平久 

田 本澤本 富〇屋 江山 野 ^ 
實  田 

甚丑春 千與ラ 熊您彌 一 

郞松次 槌作助 —— ■一平 護 


北 杉 上 川 末 柳 內藤 田大重 
野 田野111 田 井街 塚 中 崎 川 

丑  微石 i 

友 嘉辰 四武義  末 之之理 
吉 市一郞 一助 霞吉 丞助吉 

同 同 同 同 同 同 同 同 同 同 二 四 

十士 

日月 


m 大立岸 平 藤 古澤 片 霜 堀桑津 


尾 崎 野  井井 于 田1^ 1 田 ， 留 
^  音 田  覺正 
邦 市 唯  龍 K  # 虎 ±  +愼  雄 


東 芳平小 前 浦吉山 湯 白 村辰宮 

賀川 林川鄕 田 越 免 井上 井井 
庄  歲彌  才 貞朝龜 

太正悅 絹 太 末 太松德 一太 治 太 

郞 秀次 造郞雄 郞吉市 郞郞郞 郞 


兼 山 饗竹福 小 倉 野 竹 梅 岩 金 西 

重 村 庭 田 _  田  森 本本 木本 
小淸 

倉 長 正 富 二-^ 輝  正留 三俊淸 
一助 吉藏 郞郞 三 勇 美 一成 藏次 


三年 十月 

一一 十 31- 日 

同 十一 月 

二 十六 日 

同 


司  同 
同機關 少尉 
同  同 
海軍 上等 機關 兵曹 
同上 等 兵 曹 
海軍 看護師 


海軍 一等 水兵 

海軍 三等 水兵 

海軍 一等 機關兵 

海軍 二等 機關 兵曹 

海軍 二等兵 曹 

海軍 三等 兵 曹 

同 

同 

海軍 二等 機關 兵曹 

海軍 三等 厨宰 

海軍 一等 水兵 


一一 一 四 年 一月 十七 U 
新 同 
之 同 

郞同 七：：： 二十 七 = 
郞 三年 十二月 六 n 
夫 同 十二月 一 nM 

郞同 
郞岡 
吉 同 

二 四 年 三月 二十 九 H 
助 三年 十月 十七：：： 
一一 四 年 三月 二十 九 R 
孝 同 


海軍 一等. 水 兵 

同 

同 

同 

同 

同 

同 

海軍 二等 水 兵 
同 
同 
词 


海軍 三等 主 厨 
海軍 四 等 主 厨 
從  僕 
給  仕 

ro 

同 

同 

剃  夫 
同 
同 
同 

割  烹 
洗濯 夫 


海軍 一等 主 厨 

同 

rn] 

同 

1^ 

海軍 二等 主 厨 


同 

同 

同 

海軍 三等 主 厨 
同 


出征 後退 艦 者 


(  8  ) 


中 

大 

島 

山 

木 

玉 

南 

大 

出 

大 

河 

淸 

海 

土 

上 

杣 

和 

山 

西 

西 

蛭 

平 

野 

江 

村 

崎 

妙 

田 

川 

名 

口 

石 

村 

水 

地 

居 

岡 

野 

田 

崎 

岡 

本 

子 

山 

茁 

甚 

門 

初 

- ^ •• 

孫 

長 

德 

七 

正 

雅 

一 ▲ 

太 

留 

直 

敬 

要 

謙 

正 

友 

重 

太 

之 

楠 

安 

.  一* *1 

之 

太 

謙 

太 

三 

輝 

郞 

繁 

郞 

士 

— * 

馬 

甫 

血 

治 

良 

郞 

助 

松 

士 

郞 

進 

郞 

二 

同 同 闾同同 同 同 同 同 二 同 四 同 同 


吉 J 日 貧 


竹 松 植池光 中 吉京川 土 田 

內谷野 上 宗富川 谷 崎 佐 中 
覺役  九 小  役 

三六修 珍 十二 角 米 六 義國 

郞郞 一平 一郞 一吉 郞隆 松 


西 

川 

高 

有 

勝 

牛 前 

西 

X 

コ 

繁上 

寺 

藤 

塚 

平 

藤 

井 

福 

永 

竹 

菅 

伊 

m 

石 

川 

大 

石 

江 

福 

長 

川 

鹽 

山鄕 

坂 

重 

田 

大 

川 

津 

檜 

金 松 

村 

島 

木 

本 

谷 

谷川 

山 

藤 

谷 

東 

尾 

井 

正 

野 

田 

上 

本 

田 

原 

原 

野 

野 

口 

原 

藤 

川 

田 

谷 

藤 

地 

形 原 

p 

村 

宫 

谷 

上 

田 

崎 

川 岡 

文 

澤榮 

龜 

專 

宣 

常 

幸 

川 

德 

森 佐 

太 

士 

丑 

德 

篤 

茂 又 

藤 

茂 

武 

次 

資 

高 

繁 

之 

友 

■ 

讃 

伴 

永 

政 

文 

善 

太 

光 

章 

孫 

次 

淸忠 

又 

音 

市 

熊 

福 

常 

增 

郞 

馬 

松 

市 

布 七 

士 

士 

— • 

忠郞 

-zbr 

助 

造 

助 

市 

郞 

輔 

次 

雄 

郞 

吾 

雄 

水 

男 

郞 

郞 

治 

夫 

助 

郞 

春 夫 

一 

松 

男 

市 

八 

藏 

藏七 

同 

同 

同 

同 

同 

同 二 同 

同 

同 

同 

一同 二 四 

同 

同 

同 

同 

同 

同 

同 

同 

同 

同 

间 

同 

同 

同 

同 

同 

同 

同 

同 

同 同 

同 

同 

同 

同 

同 

间 

同 

同 二 四 

十 

九 三 

十 年 
二: 一 

十 5 

日月 

日月 日月 

日月 

宮田米 治 
矢 野幸忠 
若 林  孝 
池 浦 彌三郞 
京 極悌郞 
池 田昇吉 
岡 村 金 作 
寺 內春治 
田 盛 作 右衞門 
市 川 松 市 


四 年 三月 
二十 九日 
同 

同 

同 

间 

同 

同 

同 

同 

同 

同 

同 

同 

同 

同 

同 

同 

同 

同 

同 

同 

同 

同 三月 
三十 一日 
同 

同 

同 

同 

同 

同 

同 

同 


海軍 一等 水兵 
IU] 

同 

海軍 一等 機關兵 

同 

同 

同 

同 

同 

同 

海軍 一等 主 厨 
海軍 一等 機關兵 
同 二等 機關 兵曹 
海軍 二等 筆記 
海軍 一等 機關兵 
海軍 二等 機關兵 
同 

海軍 三等 機關兵 
海軍 三等 水兵 
海軍 一等 機關兵 
給  仕 
海軍 一等 機關 兵曹 
海軍 二等 兵曹 
海軍 三等 機關 兵曹 
同 

海軍 一等 水兵 

同 

同 

同 

同 

海軍 一等 機關兵 
同 

海軍 三等 機關兵 
海軍 一等 兵曹 
同 

海軍 一等 機關 兵曹 
海軍 一等 水兵 
同 
同 

海軍 一等 機關兵 
同 
同 
同 


海軍 二等 水兵 
同 
同 
同 

海： 求 三等 水兵 
同 

同. 

rn] 

同 

巧 

M. 

同 

吊 

间 

同 

同 

同 

海軍 四 等 水兵 

同 

同 

同 

同 

同 

海軍 一等 木工 

海軍 一等 機關兵 

海軍 二等 機關兵 

海軍 三等 機關兵 

同 

海軍 一等 看護 

海軍 一等 主 厨 

海軍 三等 兵 曹 

海軍 二等 機關 兵曹 

海軍 三等 兵曹 

海軍 一等 水 丘 ハ 

同 

海軍 二等 兵曹 

海軍 一等 水兵 

同 

同 

同 


同 


伊 赤 田 猪 松 溝 谷 酒 山 沖 中正 福 田 小 服 深 磯原 出 松 上 友 原 柳 福 高 北 向 景三德 小 合 藤 中 大岸大 後足 橋 山 瀨扼村 

豫壁村 野 本 家 井中 本 矢 木 田 淵 川 部 本 野 穗 田 垣 田 田 西 山 岡 山 島 田 林 m 井 村两ナ が 藤 立 爪 崎 尾 山中 
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同 同 同 同 同 同 同 同 同 同 同 同 同 同 同 同 同 同 同 同 同 同 同 同 同 同 同 同 同 同 同 同 同 同 同 同 同 同 同 同 同 同 同 同 同 二 五 

十 年 
七 七 
日月 


士 

大 

琢西 

森 

和 

小 

福 

大 

田 

尾 

定 

近 

永 

大 

齋 

藤 

竹 

宮 

松 

丹 

大 

長 

次 

野 

磨 岡 

n 

久 

西 

田 

田 

中 

崎 

久 

藤 

原 

澤 

藤 

北 

原 

岡 

原 

羽 

石 

戶 

次 

角 

盖 

時 

金 

7T 

國 

德 

與 

久 

厚 孫 

郞 

才 

政 

啓 

太 

彌 

鐵 

治 

美 

太 

淸 

太 

定 

太 

春 

秀 

Jr. 

義 

— * 

登 

悟一 

助 

■ * 

― - 

助 

郞 

七 

郞 

行 

郞 

水 

郞 

榮 

吾 

郞衞松 

衞 

輝 

同 十 同 

同 同 

同 

同 

同 

同 

同 

同 

同 

同 

同 

同 

二 同 

同 

同 

同 

同 

同 

同 

同 

同 

R 音 


豐 光高 河 宮菅船 大金 兒高德 原 岡 桑 林 平 山奧倉 Hi 末 中 

島 內橋计 本 原 曳村丸 島 尾 野 田 本 原 尾 田野 本 岡 光 田 
M 龜  文  八  榮令  助  片  卯 

淸照陬  太 捨鷲太 豐乙正 九 長 萬 四ん 淸 rr 源 喜— •卷三 

治 寬男淸 郞次雄 郞吉吉 路郞雄 一 郞吉市 郞吉八 郞雄郞 

同 同 同 同 同 同 同 同 同 同 同 同 同 同 同 同 同 同 同 同 同 同 二 五 

十 年， 
七 七 
-V  日月 


海軍 一等 機關兵 
海軍 三等 機關兵 
海軍 一等 兵曹 
同 
同 
同 
同 
同 

海軍 二等 兵曹 
同 
同 
|»1 

同 

同 

同 

同 

同 

同 

海軍 三等 兵曹 

同 

海軍 一等 水兵 

同 

同 

同 

同 

同 

同 

同 

同 

同 

同 

同 

同 

同 

同 

同 

同 

同 

同 

同 

海軍 二等 水兵 

同 

同 

同 

同 

1 1: 


海軍 二等 水兵 

同 

同 

同 

IH] 

同 

同 

同 

同 

同. 

同 

同 

同 

同 

同 

海軍 三等 水兵 
同 

海軍 四 等 水兵 
同 

同 

同 

同 

海軍 二等 厨宰 
海軍 三等 機關兵 
海軍 一等 水兵 
海軍 二等 水兵 
海軍 二等 機關兵 
海軍 三等 機關兵 
給仕 
海軍 二等 兵曹 
海軍 一等 水兵 
同 

同 

同 

同 

海軍 二等 水兵 

同 

同 

同 

同 


海軍 三等 厨宰 

母 ? 1 等 ? R 良 
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員 


總 


間 


淺 


長 艦 間 淺岡吉 


_賴|_1ュ  ー 


' 

^  へ 心  c-r-r=^, 

m-— … … 

一'‘ 

S.--  ；-■：-, - . : 


:一 


下峯剛 金る n し視監 か し タ エイ*、'" 1 is 砲獨 


陸上 島 L クツラ ト 1 の 隊戰陸 


ろ〆 


い レ ヱイ が 1S 砲 獨 （：t ろム； 央 中. 內 港し / レ， レノ ホ*! 


るせ 除 解な 裝武て 於 I こい レ が ノホ 
レレ ヱイ カ、''! 艦砲 獨 


し トン ィポ プ) レケ 1( 则 西） 測 左. 口灣し メロ レ パン サ 1 るく 碎 I こ 斷不濤 長 


歳 千. 束關. 間淺り よ 左て つ 向. む 望 4 ■間淺 るせ 礁坐 にか 遙 


(H 四十 二月 三年 四 正大） 涪來 の東關 船作エ 
丸 倉 鎌 •雲 出 .磐 常. 丸 南 彼 . L ドイ 船 炭給英 .問淺 り よ 右て つ 向 


(三 


其） 


む •望 もし クー ピーべ"'1 標目港 人り よ間淺 


境 仙の 內灣 L メロ  ト 7 レ パン サ 


歳 千る け 於 I： •灣 L メ  n 卜 'レバ シサ 1 


京關船 作ェ （i 右て つ 向. ふ 向に 國母磐 常 


(一 其） 方 し 卸 砲 时八部 後 


(二  其） 

方 卸砲时 八部烤 


ミ^^^^二 


(二 


其） 


(二  其) 


(一 其） 步 散の 口 半 じ 山 るれ 寥荒 


群  鮑 

つ 放 か 光の 珠眞 ば け 磨 •ひ 云と 貝黑 4>  稱 通 


乙け 於 に 内灣 L  メロ ト； レバ ンサ 1, 
(--其） 業 漁 鮑の 人 邦 


其） 


時  八  前  午 


鍊鍛の 神 精 人 軍 


訪來の L ト ンヶ 1 艦 洋巡英 


■ 


後 午 の 日曜日 


'  -  . 


石 


(四  其） 


坊 


覺 


正 


f  <5 來の L かスツ カウ ニ" lg 泎巡 艦英 るせ 敵 索 同 協に 面 方 米 南 


す載轉 を罐汽 に •間 淺り ょ東關 船作エ 
(一  其） 


其） 


(三 


其） 


業 作 急應の 後礁離 
(— 其） 勵 奮の 夫 水 潜 


其） 


犁椁傷 損 底® 間淺 


共） 


(一  其） マ とんら 移 r- 泊 錨 單り終 か 理修假 


其） 


(前 午 口 一十 二月 八) 間淺 我る すと んか就 r- 逸の 轉蓮 試り 終エゃ 今; 3 ヶ七擔 慘心苦 


. ，•ザ ぜご 


、一、 ■-•rto 

一- - 

パ:.：. 


•- ..  . . - 
.  - ： -  > 


-mm 


、'ふ 吃 V- 


(—  其）  別  訣 

す とんれ 立 旅 r- 國放の 里萬渺 漂 位 同る せに 共を 憂 喜の 多 幾に しメ  ロト ルバ] た將 r- 米 南に 洋南 


I こ L 卜 ； レ マイ カス； E  "1 


來 關船作 エるけ 於  ら 人に L 卜 が マイカ スエ"1 に將て し 破 踏 事 無 4*  in 餘百五 千 

山の 米 北 U る ゆ绛く 遠. 東關 .歳 千 （1 く 續 .間淺 ろす とん 


着 港 軍 L 卜  >レ マイ カス W 事 無 爲の理 修假加 追 
(前 午 日 四月 九）  む 望な •衙官 港 軍 


市 L ア -V ト グイ ヴ '1 る ぜ 陸上に リ振 年一 


長廠エ L 卜） レ マイ カ スエ') 

訪來 の將少 軍 海 L—  V —  トス"! 


L ク 


パ  ジ 


ゴ]  る雫綠 


- 

ぐ》::：. 


' •二:.. ぞ 


— _ 


後 


午 


の 


曜 
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(一  其） 


L ク 


パ •ノレ  ヒ .ス  ン 


ビ 1 


其） 


I 二 左 •練 敎 上陸る け 於に 塲兵練 軍 海 港 しェ1 
〔一 其） 兵 水と 官士軍 海 陀奈加 はるて 立 


(二 


其） 


其） 


(四 


其） 


(一 其） 參  m 

の 君 馬 春 野草 步補候 尉少軍 海 る n りむと 身 の 歸不淦 の海航 習練て に 剛金艦 軍 'f ■五十二 治叨 
り お 切 に 誠愦の 悼哀る ら葬 I こ鄕 興て LT- 身の 望 冇途前 呼 鳴， 地篮軍 海 彳蒸苔 港 l ェ1 は 所 墓 


(二 


其） 


炭 


載 


てし 發 4 ■港 L 卜 ，レ マイ カス 2V- 正り 終 か 事エ加 近 
(口 三十 二 十 年 四 正 大 ）n;i 淺 るす とん u 向に- 國母 


る 人 に 峽 海 L カフ ダン ャ ジ 1 間 淺 
む 望 4 ■臺燈 口 港し: 21に か 遙來關 はく 續 


式禮 舷 登し 際に 港 出 L 卜 ； レ マイカ ス： el 
!  L ー ラフ] ! 「プツ ヒ 1 ! し プ少ヒ 1 ! し プツヒ 1 

! 歲 萬 ”歳萬  ！ 歳 萬 


(一 其） 後 午の 日視節 長 天 


(四 


其） 


淡 


'へ 

=ft 

:， u.. 


..参 


-•' 


s;# 


(二  其） 
砲 禮 皇 


H •ノブ': •ノ  . - 

一 

- - 

-  -二 -  -• 


式 拜遙の 日 當禮大 御位即 
(一  其） 


上 


其） 

同 


すと んせ港 人に 贺須 事 無口 八十 月 二十 年 四 正大 
(一 其） 接迎 0 機 空航軍 海 


其） 


(一 其） 上途 のへ 贺須横 りよ 吐 市 濤怒瀾 狂の 作 平 太 


其） 


(四  其） 

束關 船作エ tt  く 續 .問 淺 るす とんせ 港 人に 賀須横 


許 

複 
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